


、すロ

刊
月
ロ
目
、

〈税
を
考
え
る
週
間
〉
行
事

の
一
環
と
し
て
、
ザ
・
工
ル
シ
ィ
町
田
で

公
開
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
テ
レ
ビ
番
組
《
突
撃
!
隣
の
晩

ご
は
ん
》
で
大
人
気
の
タ
レ
ン
ト
、
ヨ
ネ

ス
ケ
師
匠
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
師
匠
の

叩
年
に
わ
た
る
番
組
取
材
で
得
た
日
本

の
食
文
化
へ
の
賛
辞
と
、
同
時
に
落
語
家

桂
米
助
と
し
て
の
視
点
か
ら
現
代
の
日
本

文
化
の
荒
廃
を
憂
い
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
名

調
子
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

{
突
撃
!
隣
の
晩
ご
は
ん
】

も
う
凶
年
や

っ
て
い
る
が
、
食
べ
て
本

当
に
不
昧
い
と
き
も
あ
る
。
番
組
で
「
な

か
な
か
で
す
ね
え
」
と
言
っ

た
と
き
が
そ

う
で
す
。

第
一
回
目
だ
け
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
が
、
う
な
ぎ
、
て
ん
ぷ
ら
、
さ
し
み
が
用

意
し
で
あ

っ
て
"
突
撃
“

に
な
ら
ず
放
送
し

な
か

っ
た
。
知
ら
ず
に
飛
び
込
ん
だ
ら
暴

力
団
の
親
分
の
豪
邸
で
あ

っ
た
り
、
大
晦

日
に
田
園
調
布
の
お
屋
敷

お
件
す
べ
て
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断
ら
れ
た
り
。
5
年
固
ま
で
は
ロ
ケ
パ
ス

で
家
を
さ
が
し
て
"
突
撃
“
し
た
が

6
年

目
か
ら
は
事
前
に
市
役
所
で
古
く
か
ら
の

家
並
み
を
聞
き
、
酒
屋
さ
ん
や
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
屋
さ
ん
で
、
近
所
で
評
判
の
面
白
い

お
か
み
さ
ん
の
い
る
家
を
聞
い
て
か
ら

"突

撃“

し
て
い
る
。
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【
面
白
い
食
べ
も
の
の
は
な
し
}

北
海
道
の
メ
ロ
ン
の
漬
物
。
石
川
県
の

コ
ン
カ
鰯
。
ふ
ぐ
の
卵
巣
の
漬
物
。
関
西

で
は
焼
き
そ
ば
が
お
か
ず
。
鳥
取
で
は
ト

コ
ロ
テ
ン
が
お
か
ず
。
沖
縄
で
は
ヤ
ギ
の

町

血
を
煮
る
。

お
か
ず
ベ
ス
ト
ス
リ

l
は

1
位
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
。
2
位
ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ
。
3
位

ハ
ン
バ
ー
グ
で
子
供
に
合
わ
せ
た
柔
ら
か

い
も
の
ば
か
り
。
昔
は
硬
い
も
の
が
多
く

良
く
噛
ん
だ
の
で
大
脳
を
刺
激
し
た
。
刺

激
し
な
い
と
す
ぐ
キ
レ
る
子
に
な
る
。
よ

く
噛
ん
で
食
べ
て
、
顔
の
"
エ
ラ
“
が
張
っ

た
人
に
名
選
手
が
多
い
。
金
田
、
王
、
張
本
、

松
井
秀
樹
。



週間税を

{
食
べ
も
の
の
言
葉
】

"
肉
“
と
い
え
ば
、
関
東
で
は
豚
、
関
西

で
は
牛
の
こ
と
。
だ
か
ら
関
東
で
は
わ
ざ

わ
ざ
"
牛
井
“
、
関
西
で
は

"ブ
タ
鰻
“
と
言

う
。
"
お
造
り
“
"
煮
付
け
“
"
炊
く
“
は
関
西
、

"
お
さ
し
み
“
"
煮
物
“
"
煮
る
“
は
関
東
。
"下

ら
な
い
も
の
で
す
が
“
と
い
う
表
現
は
、

そ
の
昔
、
上
質
な
関
西
の
食
品
を
江
戸
に

"
下
っ
て
“
送
っ
た
と
い
う
史
実
の
名
残
り
。

"
ぼ
た
餅
“
は
"
牡
丹
餅
“
で
春
、
"
お
は
ぎ
“

は
"
お
萩
“
で
秋
に
食
べ
る
も
の
。

11-17， 

{
日
本
料
理
は
世
界
ニ

例
え
ば
、
魚
は
刺
身
、

煮
る
、
焼
く
、

蒸

す
、
干
す
、
揚
げ
る
の

6
通
り
の
調
理
、

そ
れ
に
引
き
換
え
フ
ラ
ン
ス
は
ソ

l
ス

だ
け
、
中
華
は
妙
め
る
だ
け
。
ピ
パ
リ

l

ヒ
ル
ズ
の
お
金
持
ち
が
夕
食
を
ご
馳
走

す
る
と
い
う
か
ら
喜
ん
で
行

っ
た
ら
ピ

ザ
だ
っ
た
!
ア
メ
リ
カ
の
食
生
活
は
本

当
に
お
粗
末
。

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
シ
ェ
フ
が
居
酒
屋

の
メ
ニ
ュ
ー
を
見
て
感
心
し
た
。
「
種
類

が
多
く
写
真
つ
き
で
カ
ロ
リ
ー
ま
で
表
示
、

早
く
て
う
ま
い
!
盛
り
付
け
に
も
こ
だ

わ
る
様
式
美
も
あ
る
。」

つ
縁
起
“
を
か
つ
ぐ
日
本
文
化
】

寄
席
の
太
鼓
は
景
気
良
く
。
寄
席
文
字

は
尻
上
が
り
に
。
相
撲
文
字
は
客
席
に
隙

聞
が
無
い
よ
う
に
。
千
社
札
は
右
肩
上
が

り
に
斜
め
に
貼
る
。
客
足
を
塞
ぐ
の
で
入

り
口
に
は
座
ら
な
い
。
"
ス
ル
“
は
摩
る
に

通
ず
る
の
で
"
顔
を
当
た
る
“
"
当
た
り
目

(
ス
ル
メ
)
“

。

古
今
亭
今
輔
師
匠
に
教
わ
っ
た
。
"茶

で
墨
を
磨
る
な
“
葬
儀
の
と
き
に
茶
で
薄

墨
を
書
く
ん
で
縁
起
が
悪
い
。
お
札
を
入

れ
る
と
き
、
祝
儀
は
お
も
て
、
不
祝
儀
は

う
ら
を
向
け
る
。
嬰
斗
の
"
掬
び
切
り
“
は

二
度
と
な
い
お
祝
い
・
祝
言
や
お
見
舞
い

に
使
う
。
結
ん
だ
奥
斗
は
何
度
あ

っ
て
も

良
い
入
学
や
出
産
お
祝
い
に
使
う
。

サ
イ
ン
を
す
る
色
紙
、
本
当
は
金
粉
の

面
が
表
、
白
地
が
裏
。
謙
遜
し
て
裏
に
書

く
も
の
。
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{
落
語
の
世
界
】

"真
打
ち
“
は
、
高
座
の
灯
り
が

ロ
ウ
ソ

ク
だ
っ
た
頃
、
最
後
の
出
番
が

ロ
ウ

ソ
ク

の
芯
を
打
っ
て
火
を
消
し
た
の
が
語
源
。

入
場
料
を
全
部
ま
と
め
て
取
っ
て
皆
に

分
配
し
た
の
で
、
最
終
の
演
者
を
"
ト
リ
“

シ
」
い
事
つ
。

{
日
本
の
粋
な
こ
と
ば
が
消
え
て
い
く
。
}

"二
枚
目
“
"
三
枚
目
“
は
歌
舞
伎
が
語
源
。

の
ぼ
り

歌
舞
伎
小
屋
の
峨
の
一
枚
目
が
座
長
、
二

枚
目
が
色
男
、

三
枚
目
が
お
ど
け
役
だ
っ

た
。
"
奈
落
“
も
歌
舞
伎
か
ら
。
舞
台
の
せ

り
上
が
り
の
底
の
こ
と
。

"
足
袋
の
こ
は

ぜ“

"七
輪
“

"十
能
“
"
五
徳
“
"
お
鉢
“

が
今
は
わ
か
ら
な
い
。

"
粋
な
黒
塀
見
越
し
の
松
に
“
を

"粋
な

黒
兵
衛
さ
ん
が
神
輿
を
待
っ
て
“
と
解
釈
、

情
け
な
い
。

"タ
ニ
マ
チ
“
は
相
撲
を
ひ

い
き
に
し
た
日
一那
の
住
ん
で
い
た
大
阪
の

地
名
が
語
源
。

"小
腹
が
す
い
た
に
小
憎

ら
し
い
“
よ
」
つ

恥
ず
か
し
い
“
も
粋
な
表

現
食
文
化
は
最
高
だ
が
他
の
文
化
は
だ
め

な
日
本
、
お
茶
や
お
花
も
含
め
て
日
本
の

良
い
文
化
を
、
是
非
み
な
さ
ん
で
、
子
ど

も
や
孫
に
伝
え
て
欲
し
い
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(文
責
・三
橋
)
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1
月
百
日
、
法
人
会
事
務
局
に

お
い
て
町
田
関
税
会
の
主
催
に
よ
る

〈消

費
税
説
明
会
と
楽
し
い
ワ
イ
ン
講
習
会
〉

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
町
田
間
税
会
は
、
消
費
税
を
中
心
と

し
た
間
接
税
の
協
力
団
体
で
、
こ
の
説



週間税を

講
演
に
先
立
っ
て
法
人
会
員
功
績
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区
会

・
部

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
日
名
の
方
々
へ
八

木
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、

い
ず
れ
も
永
年
に
わ

た
り
法
人
会
の
地
区

活
動

や
部
会
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
方
々

11-17， 

で
す
。

平成16年度法人会員功績表彰(敬称略)

(株)タマパーク

(有)英伸

(有)藤吉商事

(株)イ卜ーハウジング

(有)黒木屋酒庖

(有)木呂田住環境設備

(有)佐々木塗装

神蔵興業(有)

(有)カーレスキュー塚本

(有)ウッテrィーガーテ2ン

一定

雨宮原町田第

時男

陸

正黒木

木目回順司

佐々木善明

神蔵嘉

塚本好明

塚

一地

一
川

平

一菊

一新

森

中町

学園・大奇

金森・高ヶ坂

成瀬第一

成瀬第二

鶴川第一

鶴川第二

鶴 川第二

野

町田あいす工房ラッテ

ヒカリエンジニア (有)

協英印刷工業(株)

利光

一夫

政吉

健祐

俣

一島

一上

一中

猪

一北

一井

一
回

原

小山

青年部会

相

報A 
M 人法国



週間税を

税
を
考
え
る
週
間
の

日
月

口
日
、
ザ

・

エ
ル
シ
ィ
町
田
に
お
い
て
平
成

時
年
度

町
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

園
屋
署
長
か
ら
、
当
会
役
員
を
含
む
日

名
の
方
々
に
表
彰
状
ま
た
は
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た

日
月

四
日
に
は
、
八
王
子
労
政

会
館
で
八
王
子
都
税
事
務
所
の
平
成

時

年
度
税
務
功
労
者
所
長
感
謝
状
贈
呈
式

が
執
り
行
な
わ
れ
、
当
会
関
係
で
は
島
野

[税務署長表彰]

木目田邦夫殿 株式会社あるけい総業

[税務署長感謝状]

佐藤友義殿 関東造園建設協同組合

堤 嘉彦殿 株式会社堤ビル

西山重基殿 西山開発株式会社

東京都税

[税務功労者所長感謝状]

島野 策 殿 有限会社シマノ

常
任
理
事
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
い
ず

れ
も
永
年
に
わ
た
り
、
税
務
を
中
心
と
し

た
関
係
民
間
団
体
の
要
職
に
あ
っ
て
、
納

税
道
義
の
高
揚
、
税
知
識
の
普
及
に
寄
与

さ
れ
た
方
々
で
す
。
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平成16年度納税表彰で受賞者の皆さんと八木会長。

町田



ニ
ヶ
月
待
っ
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
!

第
5
聞
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ル
フ
大
会
開
催

ツ
そ
れ
ぞ
れ
別
組
の
プ
レ

m
官一

イ
の
た
め
、
況
を
考
慮
し
て
朝

7
時

4

分
の
ス
夕
、

円。

受
付
が
始
ま
っ
た
時
は

d

務

ま
だ
夜
明
け
初
で
し
た
。
う
っ
す
ら
と
霜

の
降
り
た
フ
蛾

ア
ウ
ェ
イ
に
向
か

っ
て、

都
機
械
wV4

皆
さ
ん
白
り
患
を
吐
き
な
が
ら
ス
タ
ー
ト

で
す
。
そ
れ
で
も
好
天
に
恵
ま
れ
た
お
か

げ
で
時
間
を
追
う
毎
に
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に

り
、
ロ
月
と
し
て
は
と
て

か
い
プ
レ
イ
日
和
と
な

し
た
。

月
7
目
、
快
晴
無
風
の
東
京
国
際
カ

リ
!
倶
楽
部
(
全
長

6
，1
8
0
ヤ

r

・パ

i
花
)
で
第

5
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

会
は
叩
月
5
日
に
豪
雨
の
た
め
中
止
・

一さ
れ
開
催
さ
れ
た
も
の
。
師
走
に
も

か
か
わ
ら
ず
叩
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
も
お
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

ア
ウ
ト

ホ 言十;務鴻fセ新内す l 
4. 大 タ進ワ ッ岬プべは 会

jレム会行ンテ 位て 一 場
で 了役しドイ 置 の番 側
は : 員まは〆はグ前のoZがし大ク 真 リお配

待アーホ で 中 ! フ 慮、
ン ち E支をとンロで

l ヨ構 ム 2J易 上 v
ヤ l え l 正しの 1 テ
l トる ズくいカ ¥ イ

に
は
積
極
的
に
ご
協
力
を
項
き
お
万
円

余
め
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
金
三
バ
ま
り
ま
し
た
。

場内少
;

3

パ
刊

)
d
Y
4
r

過
去

に、

三
宅
島
災
害
、や
青
少
年
育
成
、

新
潟
の
水
害
な
ど
の
関
連
団
体
に
寄
付
し

て
き
ま
し
た
が
、

今
回
の
浄
財
も
理
事
会

な
ど
で
検
討
を
し
、
有
効
に
役
立
た
せ
て

頂
き
ま
す
。

大
会
後
の
お
楽
し
み
は
、

豪
華
景
品
の

用
意
さ
れ
た
表
彰
パ

J
テ
ィ

ー
で
す
。
木

目
田
邦
夫
委
員
の
可
会
の
も
と
、
ま
ず
大

ふ
叫
ん
吾
首
の
八
木
要
法
九
一銃
一長
が

『お
忙
し

い
い
と
乙
ろ
を
別
名
も
参
加
を
頂
き
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
項
戴
し

ふ掛醐品

N 0 . 8 4 法人会報7 ・ 町田
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会員さん、役員さんの善意で165，900円の浄財が集まりました。

天
候
に
恵
ま
れ
福
祉
バ
ザ

i
は
今
年
も
大
盛
況

し
た
。

去寸る

9
月
お
目
、
ぽ
っ
ぽ
町
田
に
て
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福
祉
パ
ザ
i
に
今

年
も
参
加
し
ま
し
た
。

地
区
会
、
青
年
部
会
、
女
性
部
会
、
実
行

委
員
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
物
品
の

収
集
を
し
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
少
な
く

当
初
は
売
上
額
な
ど
も
心
配
し
ま
し
た
。

し
か
し
当
日
は
法
人
会
ブ
l
ス
を
目
当

て
に
来
る
人
も
多
く
大
盛
況
で
し
た
。
売

上
は
昨
年
よ
り
少
な
い
も
の
の

約
時
万
円
に
な
り
、

9
月
幻
日
八

木
会
長
と
共
に
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
附
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

物
品
を
提
供
し
て
頂
い
た
方
、

収
集
・
値
付
け
・
販
売
と
た
く
さ

ん
の
方
の
ご
協
力
が
な
い
と
出

来
な
い
福
祉
バ
ザ
ー
で
す
。
こ
こ

で
誌
面
を
お
借
り
ル
イ
ご
寄
附
・

ご
協
力
頂
い
た
方
々
に
改
め
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(
村
松

調
敏
)

特
に
去
る

7
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

会
員
の
幻
%
に
あ
た
る
方
々
が
被
害
に
遭

わ
れ
た
三
条
法
人
会
に
対
し
、
こ
の
内
規

に
そ
っ
て
お
見
舞
い
金
を
贈
り
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
報
道

治

時
V
グ
秘
抑
制
湖
一

義一
-受
け
て
、

8
月
の
正
副
桧

J
云

・
委
員

会
連
絡
会
に
お
い
て
検
討
む
〉
新
潟
県
連

へ
お
見
舞
い
の
意
向
を
伝
え
、
県
連
事
務

局
の
ご
配
慮
に
よ
り
三
条
法
人
会
に
お
届

け
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
で
す
。

理
事
会
の
承
認
は
事
後
に
な
り
ま
し
た

が
満
場

一
致
で
決
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
町
内
団
法
人
会
で
は
、
福
祉
パ
戦
ー
や
チ

叫が
リ
テ
ィ

i
ゴ
ル
フ
大
会
て
宮
川
吋
ら
れ
た

浄
財
を
専
用
の
銀
行
口
座
に
蓄
え
て
お
り
、

青
少
年
育
成
や
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

叩
災
害
時
の
お
見
舞
い
と
九

て
は
、
平
成

鞍
哲
一
一
宅
島
噴
火
怠
ぷ
ヘ
脚
立

し

湖

、

一如
、
民

de
審
議
弘
司
一
、
一
一ザ
+
愚
者
語

一定

良

面
会
し
お
見
舞
ぷ

私

マ

頂
い

た
乙
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
お
見

舞
い
は
そ
れ
に
次
ぐ
2
回
目
と
な
り
ま
し

た
。

法関町



平
成
時
年
度
も
去
る

9
月
7
日
、
箱
根

湯
本
ホ
テ
ル
に
於
い
て
役
員
を
対
象
に
一

泊
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
地
区
会
・

委
員
会
・
部
会
の
役
員
各
位
に
対
し
、
平

素
の
会
活
動
に
感
謝
さ
れ
る
と
と
も
に
こ

れ
か
ら
の
事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
協

力
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
・
部
会
の

活
動
内
容
の
披
露

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
前
年
に
続
き
、

6
つ
の
委
員
会
と
社
会
貢
献
特
別
委
員
会
・

青
年
部
会
・
女
性
部
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
年

間
事
業
に
つ
い
て
推
進
内
容
を
披
露
し
て

頂
き
、
出
席
役
員
各
位
に
対
し
確
認
と
徹

底
を
図
る
と
共
に
、
各
委
員
会

・部
会
が

今
後
も
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
要
請

さ
れ
ま
し
た
。

特
に
組
織
委
員
会
担
当
の
金
子
副
会
長

は
「
本
年
度
の
会
員
増
強
の
目
標
を
捌
社

に
し
た
い
」
と
力
強
く
協
力
を
依
頼
さ
れ

ま
し
た
。

平成lD年度も I.~IJ名参加 | 

活
気
に
包
ま
れ
た

井
上
正
子
女
史
の
講
演

生
活
習
慣
病
予
防
と
食
生
活
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ

み
の
医
学
博
士
・
管
理

栄
養
士
井
上
正
子
先
生

に
ご
多
忙

の
中
、
箱
根

ま
で
お
越
し
頂
き
有
意

義
な
ご
講
演
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。

先
生
の
お
話
は
聞
き

や
す
く
、
興
味
深
い
内

容
で
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た

。
予
定

の
時
聞

を
延
長
し
て
頂
き
ま

し

た
が
、
先
生
は
時
折
壇

上
か
ら
下
り
て
参
加
者

に
質
問
さ
れ
た
り
し
て

い
た
の
で
会
場
内
は
活

気
に
包
ま
れ
時
間
の
経

過
を
忘
れ
る
程
で
し
た
。

井
上
先
生
の
お
話
の

要
旨
を
簡
単
に
ま
と
め

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
参
考
に
。

女
肥
満
は
成
人
病
の
温
床
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
、
多
く
の
成
人
病
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

太
る
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
食
べ
過
ぎ
と

町 団 法人 会 報 N 0 . 8 4 ・10



運
動
不
定
で
す
。
太
ら
な
い
た
め
に
は
、

自
分
の
生
活
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

(カ

ロ
リ
ー
)
量
を
知
り
、
余
分
に
摂
ら
な
い

こ
と
。
食
べ
た
ら
運
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

燃
焼
さ
せ
る
乙
と
。

女
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
肥
満
を
防
ぐ
食
生
活

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
、
肉
、
魚
、

一豆

腐
、
卵
な
ど
を
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る
。

野
菜
は
不
足
な
く
た
っ
ぷ
り
め
に
、
繊

維
の
多
い
豆
類
や
き
の
こ
、
海
草
類
も
忘

質問に答える女性部会の皆さん。健康には関心かあります。

役員一泊セミナー
れ
ず
に
、
甘
い
菓
子
類

や
脂
っ
こ
い
も
の
、
ジ

ュ
ー
ス
・
炭
酸
飲
料
は

控
え
る
。

一
日

3
食
、
食
事
は

き
ち
ん
と
食
べ
、
間
食
、

夜
食
は
止
め
る
。

食
事
は
ゆ
っ
く
り
、

よ
く
噛
ん
で
食
べ
、
昧

付
け
は
薄
く
。

ムバ
健
康
を
保
つ
食
生
活

の
秘
訣
一
日
初
食
品

好
ま
し
い
食
事
の
例
・:

朝
食
叩
食
品

・
昼
食

日

食
品
・
夕
食

9
食
品

計
却
食
品

女
緑
黄
色
野
菜
を
毎
日
食
べ
る
と
、
ガ
ン

の
危
険
を
か
な
り
防
げ
る
。

大
健
康
ぃつ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
指
針

.食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

・
一
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
健
や
か
な

生
活
リ
ズ
ム
を

・
主
食
・主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
食
事
の
バ

ラ
ン
ス
を

-ご
飯
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と

・野
菜

・果
物
・
牛
乳
・乳
製
品

・豆
類
・魚

な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て

・食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に

・適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に
見

合
っ
た
食
事
量
を

・食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
生
か

し
、
と

き
に
は
新
し
い
料
理
も

・
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や
廃

棄
を
少
な
く

・自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

つ女
献
立
“つ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

・好
き
な
も
の
だ
け
並
べ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と

-同
じ
よ
う
な
献
立
を
続
け
な
い
乙
と
(
調

理
法
に
変
化
・:
生
、
煮
、
焼
、
蒸
、
揚
)

大
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ
ど
に

酒
は
百
薬
の
長
と
い
い
ま
す
が
、
多
量

N 0 . 8 4 会報人法国町• 11 



役員一治セミナー

の
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎
日
続
け
て
飲
む
と
、

重
症
の
肝
障
害
に
な
り
や
す
い
。
逆
に
適

度
の
ア
ル
コ
ー
ル
は
ス
ト
レ
ス
解
消
や
血

液
中
の
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
を
増
や
し

て
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。

適
量
と
は
、
日
本
酒

1
合
、
ビ

ー
ル

1

本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル

1
杯
以
下
が
ひ

と
つ
の
目
安
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

女
ガ
ン
に
は
か
な
ら
ず
前
兆
が
あ
る

前
兆
を
見
逃
す
な
。
朝
起
き
た
と
き
倦

怠
感
を
感
じ
る
よ
う
な
ら
ガ
ン
を
疑

っ
て

み
た
方
が
い
い
。
だ
る
さ
が
続
く
、
違
和

感
が
あ
る
、
体
重
が
減
っ
て
く
る
。
そ
し

て、

『
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
を
好
む
よ
う

に
な

っ
た
」
H

胃
ガ
ン
の
前
兆
と
し
て
ま

ず
注
意
。

『便
秘
気
昧
の
人
が
下
痢
』
H

大
腸
ガ
ン

の
前
兆
と
し
て
注
意
し
た
い
。

「
首
の
む
く
み
」
H
肺
ガ
ン
の
前
兆
と
し

て
注
意
し
た
い
。

『よ
く
シ
ャ
ツ
ク

リ
が
出
る
』
H

肝
臓
ガ

ン
の
前
兆
と
し
て
注
意
し
た
い
。

古
ガ
ン
予
防
に
つ
な
が
る
食
事
の
心
得

ガ
ン
に
な
ら
な
い
た
め
の
十
カ
条

・
食
事
は
決
ま

っ
た
時
間
に
と
る

・
食
事
は
ワ
ン
パ
タ

ー
ン
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
毎
日
変
化
を
つ
け
る

・食
べ
す
ぎ
を
避
け
る

・脂
肪
は
ひ
か
え
め
に

・緑
黄
色
野
菜
を
た

っ
ぷ
り
と
っ
て
、

ビ

タ
ミ
ン
と
食
物
繊
維
を
と
る

・
か
た
い
も
の
は
よ
く
か
ん
で
か
ら
、
熱

い
も
の
は
少
し
冷
ま
し
て
か
ら
食
べ
る

.塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に

・
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

.
タ
バ
コ
は
や
め
る
の
が
ベ
ス
ト

以
上

B
4
判

日
頁
に
お
よ
ぶ
井
上
先

生
の
貴
重
な
資
料
か
ら

一
部
転
載
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
日
頃
の
食
生
活
の
参
考
に

さ
れ
、
心
身
と
も
に
健
康
で
長
生
き
さ
れ

る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ご
講
演
に
際
し
ま
し
て
厚

生
制
度
受
託
会
社
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ァ
ミ

リ
ー
八
王
子
支
社
長
は
じ
め
幹
部
の
皆
様

に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

12 • 

第

2
部
の
懇
親
会
は
予
定
ど
お
り
同

時
よ
り
開
宴
さ
れ
、
役
員
各
位
が
浴
衣
姿

で
本
音
で
語
り
合
う
有
意
義
な

『箱
根
の

ひ
と
と
き
』
と
な
り
ま
し
た
。

N 0 . 8 4 

本
事
業
実
施
に
あ
た
り
、
大
同
生
命
-

A
I
U
各
社
に
も
多
大
な
ご
配
慮
、
ご
協

力
を
頂
き
ま
し
た
。
関
係
会
社
各
位
に
あ

ら
た
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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区会の

小
川
・
つ
く
し
野
地
区
会

「
税
務
研
修
と

い司
会
員
増
強
決
起
大
会
」

J

阿
川
料
、
弘
、
』
へh
m
I
F《
恥

~

知

明

¥

糊

知

、

埼

べ

恥

哨

¥

句

、

1
1
1

ノ
一
泌
宇
品
、
弘
樹
曹
、
相
胃

9
月
日
日
つ
く
し
野
研
修
所
に
お
い
て
、

ひ
が
し
の

東
埜
統
括
官
と
森
田
上
席
審
理
官
を
お
迎

え
し
て
税
務
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
田
地
区
会
長
の
開
会
の
挨
拶
、
東
埜

統
括
官
の
ご
挨
拶
に
続
き
森
田
上
席
審
理

官
か
ら
『
こ
れ
ま
で
の
税
制
に
お
け
る
課

題
点
』
に
つ
い
て
と
て
も
わ
か
り
や
す
い

例
題
を
盛
り
込
ん
だ
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
消
費
税、

資
産
税
等
に
関
す
る
説
明

に
は
皆
さ
ん
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、

今
回
は
研
修
終
了
後
、

会
員
増

強
決
起
大
会
を
行
い
決
意
を
新
た
に
会
員

増
強
に
取
組
む
と
と
も
に
、
地
区
会
の
懇

親
も
深
め
ま
し
た
。

『、

(
山
下

守
雄
)

学
園
・
大
谷
地
区
会

「
マ
ザ
l
牧
場
と

サ
ン
マ
の
掴
み
取
り
」

弘、

民

川

一
内
川
弘
、
時
y
h

崎
い
る
¥

ぷ

也
、
、
九
%
叫
九
常
時
r
¥

日
月

3
日
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模

様
で
し
た
が
、
集
合
場
所
に
集
ま

っ
た
参

加
者
の
方
は
元
気
で
明
る
く
房
総
を
目
指

し
て
出
発
し
ま
し
た
。
車
中
税
金
ク
イ
ズ

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
税
に
つ
い
て
学
び
ま

マザー牧場にて、学園・大谷地区会の皆さん。
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し
た
。

最
初
の
目
的
地
マ
ザ
l
牧
場
は
傘
を
さ

し
な
が
ら
の
見
学
と
な
り
ま
し
た
が
、
斜

面

一
面
に
広
が
る
印
万
本
の
サ
ル
ビ
ア
は

真
っ
赤
な
織
訟
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
に
見

事
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。
次
の
小
泉
酒
造

で
は
地
酒
の
試
飲
で
ち
ょ
っ
と
ほ
ろ
酔
い

加
減
に
な
り
、
お
待
ち
か
ね
の
昼
食
処
へ

到
着
。
板
さ
ん
お
ま
か
せ
地
魚
の
大
漁
御

膳
と
い
う
こ
と
で
、
新
鮮
な
刺
身
や
煮
付

け
な
ど
を
美
味
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を
と
っ
た
後
、
金
谷

港
で
今
日
の
メ
イ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま

す
サ
ン
マ
の
掴
み
取
り
を
し
ま
し
た
。
大

騒
ぎ
で
数
尾
し
か
捕
れ
な
い
人
や
、
十
数

尾
も
捕

っ
た
人
な
ど
い
て
楽
し
い
経
験
を

し
ま
し
た
。

帰
り
は
東
京
湾
フ
ェ
リ
ー
で
ち
ょ
っ
と

し
た
船
の
旅
を
し
て
九
里
浜
港
へ
渡
り
、

無
事
一戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
1
日
中
雨

で
し
た
が
そ
ん
な
事
を
感
じ
な
い
く
ら
い

楽
し
く
和
や
か
な
パ
ス
研
修
会
で
し
た
。

(
磁
野

由
利
子
)

金
森
・吉
岡
ヶ
坂
地
区
会

%引暑
気
払
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

崎

、

金

仏

、

慢

し

~

海

州

γ

マ

v

一

一

旬

、

九

引

吋

昨
年
好
評
で
し
た
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

8
月
お
日
町
田
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ

ー

に
お
い
て
今
年
も
開
催
し
ま
し
た
。
夏
休

み
中
な
の
で
ご
家
族
や
従
業
員
の
方
も
誘

つ
て
の
参
加
で
、
昨
年
に
も
増
し
て
同
名

と
い
う
沢
山
の
参
加
者
で
ゲ
1
ム
が
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

日
歳
以
下
と

ω歳
以
上
の
方
に
は
ハ

14 • 

ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
が
与
え
ら
れ
、
各
レ

l
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ン
で
は
「
ゃ
っ
た

l
!
ス
ト
ラ
イ
ク
!
」

な
ど
楽
し
そ
う
な
笑
顔
と
歓
戸
が
あ
ち
こ

ち
で
飛
び
交
い
、
盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。
終
了
後
そ
の
場
で
表
彰
式
を
行
い
、

元
村
さ
ん
が
釦
点
で
優
勝
し
ま
し
た
。

参
加
賞
や
賞
品
が
盛
沢
山
で
皆
さ
ん
と

て
も
嬉
し
そ
う
に
し
て
お
り
、
猛
暑
の
中

と
て
も
親
睦
が
は
か
れ
た
夜
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

報.6. 
~ 人i去田町

林

昭
平
)

事

ゃったね|ストライクl

金
森・
高
ヶ
坂
地
区
会

h
税
務
研
修
&
健
康
講
座
」

弘

社

崎

h

i

、

後

¥

ぬ

¥
、
一
¥
t
p
¥

岡
野
齢
、
、

FS

日
月

8
日
生
憎
の
大
雨
。
皆
さ
ん
来
ら

れ
な
い
の
で
は
と
心
配
し
た
中
、
な
ん
と

予
定
を
超
え
る
お
名
が
岡
田
屋
会
議
室
に

集
ま
り
ま
し
た
。

第

1
部
は
敦
賀
屋
統
括
官
と
森
田
上

席
審
理
官
に
よ
る
「
税
制
よ
も
や
ま
話
」
。

森
田
さ
ん
が
ネ
ジ
リ
ハ
チ
マ
キ
で
作
っ
た

と
い
う
冊
子
に
基
づ
き
、
消
費
税
、
相
続



地区会の

イバぶト
税
、
所
得
税
や
医
療
費
・
社
会
保
障
費
の

増
大
に
つ
い
て
の
お
話
に

一
同
聞
き
入
り
、

「
雨
の
中
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
っ
て
く

れ
た
の
で
、
つ
い
話
に
熱
が
入
り
ま
し
た

ね
」
と
は
敦
賀
屋
さ
ん
の
弁
。
(
内
心
、
心

配
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
)

第

2
部
は
、
金
森
の
こ
ば
や
し
医
院

・

小
林
院
長
に
よ
る
講
座
「
糖
尿
病
の
本
当

の
怖
さ
は
:
・
」
。
血
糖
値
、
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
怖
さ
と
、
日
頃
の
注
意
に
つ
い
て
お

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
人
工
透

析
に
は
年
間

1
人
当
た
り
別
万
円
も
か

か
り

「
医
療
費
も
増
え
て
い
く
の
で
皆
さ

ん

一
人

一
人
が
糖
尿
病
に
気
を
付
け
て

下
さ
い
」
と
の
お
話
は
正
に
絶
好
の
タ
イ

ミ
ン
グ
。
早
速
行
わ
れ
た
血
糖
値
測
定
で

は
八
木
会
長
、
林
地
区
会
長
も
「
正
常
」
と

出
て

一
安
心
で
し
た
。

続
い
て
懇
親
会
。
飲
み
物
、
つ
ま
み
を

少
々
用
意
し
て
お
き
ま
し
た
が
、

差
し
入

れ
の
キ
ム
チ
が
と
て
も
美
味
し
く
八
木

会
長
、
岩
波
顧
問
の
お
話
も
大
い
に
弾
み
、

ま
だ
雨
の
降
り
続
く
中
終
了
。
皆
様
大
雨

の
中
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

(
青
柳

義
昭
)

原
町
田
第

一
地
区
会

計税
務
研
修
&
お
茶
会
止

卒

、

耳

、

品

F
L

鞠

¥

輪

、

¥

わ

¥

恥

悶

¥

去
る
日
月

U
日
、
午
後
2
時
よ
り
原
町

田
四
丁
目
第

一
町
内
会
館
に
お
い
て
、

「税

制
よ
も
や
ま
話
」
を
テ

l
マ
に
敦
賀
屋
統

括
宮
と
森
田
上
席
審
理
官
に
講
師
を
お

願
い
し
税
務
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

昼
間
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
名
の
出
席

J顧

め

を
得
、
テ
キ
ス
ト
を
基
に
平
成
凶
年
度
改

正
点
を
中
心
に
お
話
を
伺
い
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
繁
華
街
の
真
ん
中
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
静
か
な
2
階
の
和
室
に
移
動
し

て
恒
例
の
「
気
軽
に
お
茶
を
た
し
な
む
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
遠
州
流
職
方
釜
師
・
根

来
琢
三
先
生
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
江

成
副
地
区
会
長
の
た
て
た
お
茶
を
全
員
で

頂
戴
し
ま
し
た
。
地
域
の
会
員
と
の
交
流

が
ま
す
ま
す
深
め
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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中
町
地
区
会

「
夢
と
冒
険
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
l
」

制
41
九
%

、州
、
九
九
州

F

Y

E

込

、

終

や

も

が

一

銭

、

小
春
日
和
の
日
月
お
日
、
パ
ス
は
品
名

を
乗
せ
て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
!
へ
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。
車
中
ま
ず
は
税
金
ク
イ
ズ
。

日
頃
知
っ
て
い
る
つ
も
り
が
う
ろ
覚
え
で

あ
る
事
を
い
や
と
言
う
程
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。デ

ィ
ズ
ニ
ー
シ

l
に
着
き
集
合
写
真
を

撮
っ
て
か
ら
入
場
し
、
そ
の
後
は
自
由
行

動
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
家
族
ご
と

や
職
場
の
同
僚
と
グ
ル
ー
プ

で
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
4
人
グ
ル
ー
プ
に
入

れ
て
頂
き
ま
し
た
。
デ
ィ
ズ

ニ
1
シ
l
は
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
ジ
ョ
ン
と
あ

っ
て
ツ
リ
ー

や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾

ら
れ
、
盛
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。
乗
り
物
で

は
童
心
に
返
っ
て
「
キ
ャ

i

キ
ャ
l
」
と
大
声
を
出
し
、

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

日
も
と
っ
ぷ
り
暮
れ
た
午
後

6
時
加

分
「
ブ
ラ
ヴ
ィ
ッ
シ

l
モ
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
が
、
メ
デ
ィ
テ
レ

l
ニ
ア
ン
ハ

l
パ

ー
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

火
と
水
の
精
が
恋
を
す
る
物
語
で
、
音
楽

の
流
れ
る
中
、
火
の
精
の
か
が
り
火
、
火

柱
、
花
火
が
入
り
、
水
の
精
は
何
本
に
も

分
か
れ
て
い
る
噴
水
が
生
き
て
い
る
よ
う

に
ゆ
れ
、
そ
こ
に
七
色
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
。

思
わ
ず
「
ワ
ア
1
き
れ
い
!
」
と
口
々
に

叫
び
、
夢
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
た

一
時
で

し
た
。

最
後
の
花
火
を
見
て
パ
ス
に
集
合
。
皆

さ
ん
の
顔
は
少
し
疲
れ
て
い
た
け
ど
、
と

て
も
満
足
そ
う
で
「
楽
し
ん
で
頂
け
て
良

か
っ
た
」
と
思
い
ま
し
た
。

私
は

7
月
に

一
度
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
催
し
物
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
り

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
変
化
に
富

ん
だ
企
画
が
も
う

一
度
足
を
運
ば
せ
る
こ

と
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ふ
と
、

初
年
前
に
聞
い
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
方
針
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

"
全
体
の

完
成
度
は

卯
%
、

後
の

叩
%
は
新
し
く
変

え
て
い
く
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
だ
“
と
言
う

こ
と
で
す
。
な
る
ほ
ど
お
客
さ
ん
を
厭
き

さ
せ
な
い
秘
訣
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
楽
し
み
な
が
ら
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
再
認
識
し
た

1
日
で
し
た
。

(宮

和
子
)

原
町
田
第

一
・第
二
地
区
合
同

「
ラ
ン
チ
ク
ル
ー
ズ
と

、
東
京
新
発
見
L

日
月
泊
目
、
原
町
田
地
区
合
同
の
パ
ス

研
修
会
が
お
名
の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
車
中
で
は
税
金
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た

り
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
研
修
を
し
て
い
る
う

ち
に
六
本
木
ヒ
ル
ズ
に
到
着
。
昨
年

2
回

訪
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
時
の
混
雑
と
は
打

っ
て
変
わ

っ
た
静
け
さ
で
し
た
。

朝
霧
に
煙
る
地
上
回
階
か
ら
の
眺
望

は
す
ば
ら
し
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

で
発
表
さ
れ
た
過
去
の
衣
装
を
展
示
し
た

森
美
術
館
も
圧
巻
で
、
短
時
間
の
見
学
で

16 • N 0 . 8 4 報A. = 人法田町



地区会の

イバレト
は
惜
し
い
く
ら
い
で
し
た
。
毛
利
庭
園
の

池
に
は
向
井
千
秋
さ
ん
が
宇
宙
に
連
れ
て

い
っ
た
メ
ダ
カ
の
子
孫
が
沢
山
泳
い
で
い

た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
は
日
の
出
桟
橋
か
ら
シ
ン
フ
オ

満コニ
足
なス号
おでに
腹示、乗

け をン船
かヨ 。
カミ レブ
蒼ヌラ

三AZ
νも料
キ p 理
に 7三の
上 55フ
が己、 jレ

る
と
穏
や
か
な
秋
の
日
差
し
を
浴
び
る
乙

と
が
出
来
ま
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
く
ぐ
り
、
お

台
場
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
リ
ゾ
ー
ト
を
眺

め
、
荷
上
げ
用
の
大
き
な
ク
レ

ー
ン
、
空

に
は
羽
田
か
ら
飛
び
立
っ
た
飛
行
機
が
い

つ
の
間
に
か
雲
の
中
に
消
え
て
い
く
姿
も

美
し
く
見
え
ま
し
た
。

下
船
し
て
か
ら
は
銀
座
ヘ
向
か
い
、
自

由
行
動
な
の
で
私
に
は
子
の
届
か
な
い
上

流
階
級
の
庖
々
を
覗
い
た
り
し
ま
し
た
。

小
春
日
和
の
楽
し
い

1
日
で
し
た
。

(
八
野

孝
子
)

本
町
田
地
区
会

[晩
秋
の
真
鶴
半
島
と
み
か
ん
狩
り
」

切

wtk腎

k

h

w

許

宅

¥

昔

、

民

日
月
初
日
、

M
名
を
乗
せ
た
パ
ス
は

本
町
田
を
出
発
。
早
速
税
金
ク
イ
ズ
で
お

勉
強
。
8
問
正
解
者
が

1
名
と

7
問
正

解
が

3
名
お
り
ま
し
た
。

中
川

一
政
美
術
館
を
見
学
し
た
後
、
お

待
ち
か
ね
の
昼
食
は
大
正
庵
の
新
鮮
な
魚

介
類
の
海
鮮
定
食
で
、
さ
す
が
真
鶴
、
と

れ
た
て
の
美
味
し
い
お
刺
身
な
ど
を
沢
山

戴
き
ま
し
た
。

午
後
は
湯
河
原
で
み
か
ん
狩
り
。
今
年

は
猛
暑
だ

っ
た
せ
い
も
あ
り
甘
い
み
か
ん

を
も
い
だ
り
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
最
後

に
小
田
原
の
鈴
虞
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
お
土

産
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
1
日
、
と
て

も
楽
し
い
研
修
会
で
し
た
。
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秋
み
描
く

ふ
ふ
わ
り
と

朱
三邑 L) 
問.

墨ろ(
の 株

受し252
ぬし 堂躍

冬小 三皇
画指橋紙

個
{山企 図展

ぽ民に

米初
軍局総百ふ
の舌ず

基警
地 罵申
を経土
草 の ぞ

下筆 ?
にのず

フ
イ
ス

矢
沢

息
継
げ
り

雁
の
列

(
株
)
何
回
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

主
方

い
よ
子

北

風

の

椅

子
に
は
る
か
な

し
な
や
か
な
吟
行
の
列

紅
に

山
頂
の

二
葉
出
て

町
内
の

日
を
思
ふ

木
の
実
落
つ

も平
初 え 立
雪 る ii
め山iミ
冨茶:T
士花L之

株

森
町

喜
代
子

固ま坂
のの
あ道
た
り

白
井
産
業
(
株
)

白
井

パ
ン
ジ
ー
の
苗

今
朝
の
雨

ふ
れ
あ
い
祭
柿
落
葉

の武
照
子

集
晩
秋
や

府由
の
立日の

天原
'!E急せ富
L か士
消れ さ
ゆる斐

有

(
株
)
マ
ツ
ヤ
マ

白
壁
の

鐘
の
ね
に

家
並
い
ろ
ど
る

暦
め
く
り
し

(
株
)
す
ず
か
け
商
事

野
に
出
で
て

よ
ろ
こ
び
も

告風
げば
るか
人り
たな
さる

神
蔵
興
業
(
有
)

屋
上
の

念
願
の

広
が
る
世
界

工
事
終
わ
り
て

大
同
生
命
保
険
(
株
)

仕
事
帰
り
の 、

、ぜ
秋帰
祭がり一青
り道川

柿
日
和

一の
酉

秋
の
昼

実
る
秋

足
重
く

(
有
)
シ
マ
ノ

東
{傑

節
子

友
井

王J 手*
o)の
夜坦

神
蔵

玉
江

永
野

早
苗

島
野

女子
子

人
の
声

秋
惜
し
む

幽:
p カ当
ろに
ど霧
りの
深
き流

れ
古る
道 音
ゆ
く 女子

紅?af
葉"'色
の 2自
湯ぷ

牌
打
ち
て

思
ふ
こ
と

秋
う
ら
ら

熟
柿
落
つ

(
株
)
千
石
屋

高
橋

か
も
め
の
瞳
秋
の
色

術
後
の
胸
を
ひ
た
か
く
す

宿
の
夜
長
の

あ
ま
り
に
多
し

有

っ
ち
戸

市賛<l'

j童全国
tr 1支 1 ~ 

6む正
子

(
株
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

喜
寿
な
る
ひ
と
の

今
年
の
甘
昧

(
有
)
高
梨
肉
庖

中
村

ト
セ
子

ア
イ
シ
ャ
ド
ウ

確
か
め
る

高
梨

ふ
り
向
け
ば
猫
も
ふ
り
む
く

温
度
差
に
つ
い
て
行
く
身
の

老
い
る
こ
と

ふ
る
さ
と
は

地なあ
震い宍

22E 一、
民対っ

と

(
有
)
細
野
興
産

知
ら
ず
や
今
日
も

遠
く
な
り
に
し

{宅
び 寡か
の婦ふ
色と
たな
るる

秋
日
和

秋
の
暮
れ

細
野

佐
知
子

蝉
し
ぐ
れ

鰯
雲

返禁…
り 量t旋

花士巨:敏
健 与子

(
株
)
堤
組
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立
口

青年部会・女性部会・公開講演会

森本敏氏を招いて
『国際情勢と日本Jをテーマに講演

日
月叩
ω
日
、
町
田
市
民
フ
ォ

l
ラ
ム

に
お
い
て
青
年
部
会
と
女
性
部
会
の
合
同

事
業
と
し
て
公
開
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
八
木
会
長
を
は
じ
め
、
ご
参
加
下
さ

い
ま
し
た
親
会
の
皆
様
、
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

女
性
部
会
か
ら
坂
田
部
会
長
・
内
田
副

部
会
長
、
青
年
部
会
か
ら
は
荒
江
部
会
長
・

大
野
副
部
会
長
と
私
で
か
な
り
早
い
時
期

か
ら
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
講
師
の
選
定
で

し
た
。

限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
「
聞
き
た
い

話
」
と
「
動
員
力
」

の
両
立
は
大
変
難

し
く
、
や
っ
と
選
定

し
で
も
ス
ケ
ジ
ユ

ー
ル
が
合
わ
な
か

っ
た
り
と
難
航
し

ま
し
た
。
最
終
的
に

女
性
部
会
か
ら
森

本
先
生
を
ご
提
案
頂
く
の
で
す
が
、
毎
日

特
定
の
仕
事
や
た
け
に
集
中
し
て
い
る
我
々

よ
り
も
、
社
会
全
般
を
広
く
見
知
っ
て
い

る
女
性
の
知
識
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

講
師
の
次
は
動
員
で
す
!
あ
ま
り
小
人

数
で
は
講
師
に
申
し
訳
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
新
聞
な
ど
で

一
般
公
募
も
し
ま
し

た
が
、
動
員
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
両
部

会
の
メ
ン
バ

ー
で
す
。

青
年
部
会
で
は
役
員
が
手
分
け
し
て
全

メ
ン
バ

ー
に
電
話
で
出
欠
を
確
認
し
、
各

自

1
名
、
つ
つ
ゲ
ス

ト
を
お
連
れ
す
る
と

い
う
乙
と
で
皆
様
に
頑
張
っ
て
頂
い
た
結

果、

凶
名
も
の
参
加
者
に
な
り
ま
し
た
。

(
内
訳
を
み
る
と
女
性
部
会
の
関
係
者
の

方
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。)

講
師
の
選
定
か
ら
動
員
ま
で
女
性
部
会

に
お
ん
ぶ
に
ダ
ッ
コ
状
態
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
公
開
講
演
会
で
し
た
が
、
森
本
先
生

に
は
懇
親
会
ま
で
お
付
き
合
い
頂
き
、
と

て
も
有
意
義
な

1
日
で
し
た
。
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直
面
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
外
交

Q
d
月
幻
日
、
国
連
総
会
で
小
泉
首
相

は
日
本
の
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事
国
入

り
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
な
ぜ
こ

の
時
期
に
行
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
は
、

日
本
の
持
っ
て
い
る
国
力
が

2
0
0
5
年

を
ピ
!
ク
に
徐
々
に
降
下
し
て
い
く
と
思

う
か
ら
で
す
。
日
本
は
現
在
O
D
A
が
第

2
位
の
国
で
す
が
、
こ
れ
が
い
つ
ま
で
も

維
持
出
来
な
い
。
日
本
の
国
際
貢
献
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
世
界
へ
の
影
響
力
を
残
す
に

は
今
し
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
日
本
は
常
任
理
事
国
入
り
が

出
来
る
で
し
ょ
う
か
?
最
悪
の
日
中
関
係

の
状
況
で
、
中
国
が
賛
成
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。

さ
て
、
日
月
2
日
は
ア
メ
リ
カ
の
大
統

領
選
で
す
。
こ
の
大
統
領
選
は
間
接
選
挙

で
上
院
と
下
院
の
選
挙
人
を
選
ぶ
訳
で
す

が
、
民
主
党
と
共
和
党
は
ほ
ぼ
互
角
で
殆

ど
三
州
(
フ
ロ
リ
ダ
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
、

オ
ハ
イ
オ
)
の
勝
敗
で
決
着
し
て
し
ま
い

ま
す
。ア

メ
リ
カ
に
は
リ
ア
リ
ズ
ム
(
現
実
主

義
H
強
い
ア
メ
リ
カ
が
国
益
を
守
る
:
・
共

和
党
)
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
(
理
想
主
義
日

国
際
社
会
の
中
で
協
調
し
な
が
ら
国
益
を

守
る
・
:
民
主
党
)
の
ふ
た
つ
の
ア
メ
リ
カ

が
あ
り
、
こ
の
全
く
違
う
考
え
方
が
国
民

の
末
端
(
家
族
間
)
ま
で
割
れ
て
共
存
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
の
北
オ
セ
チ
ア
の
学
校
で

9

月

1
日
に
発
生
し
た
事
件
は
な
か
な
か

状
況
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
犯
行
は
外
国

か
ら
来
た
テ
ロ
リ
ス
ト
(
国
際
問
題
)
だ

と
し
て
ロ
シ
ア
政
府
は
責
任
を
回
避
し
て

い
ま
す
。
ロ
シ
ア
が
今
後
ど
の
様
な
情
勢

に
な
る
の
か
、
今
回
犠
牲
に
な
っ
た
子
ど

も
達
の
恨
み
を
数
代
に
わ
た
っ
て
引
き
ず

り
、
不
安
定
な
状
況
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
危
倶
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
注
目
す
る
べ
き
は
中
国
で
す
。

森

本

敏

氏

講

演

要

旨

中
国
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
本
当
の
と

こ
ろ
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
表
面
的
に
は
社

会
主
義
市
場
経
済
の
発
展
を
目
指
し
、

G

N
P
は
日
本
を
抜
い
て
第
2
位
で
す
。

中
国
は
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
統
治

さ
れ
て
い
た
の
は
制
年
に
満
た
な
い
ほ
ど

分
裂
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
今
は
広

大
な
国
土
と
臼
億
の
民
が
中
国
共
産
党
に

一
党
支
配
さ
れ
、
そ
の
繁
栄
は
海
外
投
資

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
国
が
抱
え
る
問
題
の
ひ
と
つ
に
中
央

と
辺
境
の
格
差
が
あ
り
ま
す
。
農
村
部
は

開
発
が
進
み
農
地
を
失
い
ま
し
た
。
農
民

は
仕
事
を
探
し
て
都
市
部
に
不
法
滞
在
し

て
い
ま
す
。
急
速
な
経
済
成
長
は
食
料
自

給
率
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
深
刻
に
し
、

資
源
の
奪
い
合
い
は
日
本
と
の
摩
擦
を
生

む
で
し
ょ
う
。

さ
て
北
朝
鮮
で
す
が
、
核
と
投
致
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
核
問
題
で
は
、
技
術
レ

ベ
ル
の
低
い
国
が
核
の
扱
い
を
失
敗
し
事

N 0 • 8 4・20町団法人会報



故
を
起
す
危
険
性
を
危
慎
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
韓
国
の
核
開
発
で

6
カ
国
協

議
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
ミ
サ
イ
ル
問
題

で
は
、
ノ
ド
ン
や
テ
ポ
ド
ン
に
対
し
て
日

本
は
危
機
管
理
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
ア

メ
リ
カ
は
テ
ポ
ド
ン

2
の
開
発
を
阻
止
す

る
た
め
、

日
本
海
に
イ

l
ジ
ス
鑑
を
配
備

し
ま
し
た
。

そ問最
の題初投
先にの致
に な 5 問
はつ名題

430穴住史
名 k J市京
のの J動
特は Jiき
定次会が
失の子あ
綜 10 レり
者 人 た ま
引でかせ

ふて今々

ま
す
。

北
朝
鮮
の
中
で
は
、
国
交
正
常
化
を
早

め
て
経
済
支
援
を
受
け
る
に
は
、
投
致
を

認
め
た
方
が
良
い
と
い
う
勢
力
と
、
認
め

る
と
対
朝
鮮
感
情
が
悪
く
な
り
国
交
正
常

化
は
進
ま
な
く
な
る
と
い
う
勢
力
が
あ
り
、

現
在
は
後
者
が
正
し
か
っ
た
と
考
え
て
い

ま
す
。
官
邸
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
北
朝
鮮

問
題
は
、
町
村
外
相
が
来
て
か
ら
官
邸
の

手
を
離
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
朝
間
で
こ

れ
以
上
粒
致
問
題
が
深
刻
に
な
ら
な
い
よ

う
手
を
打
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
ア
ジ
ア
は
重
要
な

市
場
で
す
。
ア
ジ
ア
で
覇
権
を
握
る
に
は
、

日
米
同
盟
を
強
化
し
日
本
と
中
国
が
対
峠

す
れ
ば

一
石
二
鳥
で
す
。
日
本
も
同
盟
関

係
を
活
用
し
て
衰
え
る
国
力
を
補
い
中
国

と
の
経
済
関
係
は
進
め
た
い
で
し
ょ
う
。

問
題
は
膨
張
す
る
中
国
が
ど
う
な
っ
て
い

く
か
で
す
。
台
湾
問
題
・
ア
セ
ア
ン
経
済

な
ど
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
あ
た
り
が
分

岐
点
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

部会
イ
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源
泉
部
会
・
見
学
研
修
会

『
晩
秋
の
古
都
鎌
倉
紅
葉
め
ぐ
り
』

今

年
も
町
田
問
税
会
と
共
催
で
日
月

初
日
見
学
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
秋

の
鎌
倉
と
ビ

l
ル
工
場
見
学
と
い
う
内
容

で
日
名
の
参
加
者
で
出
発
。
問
税
会
の
杉

山
会
長
の
挨
拶
の
後
、
ま
ず
は
税
金
ク
イ

ズ
で
お
勉
強
。
相
当
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た

ク
イ
ズ
で
す
が
、
何
と
全
問
正
解
の
方
が

3
名
お
り
ま
し
た
。

最
初
の
見
学
地
〈
キ
リ
ン
横
浜
ビ
ア
ビ

レ
ッ
ジ
〉

に
は
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
に
到
着
。

ピ
l
ル
の
製
造
過
程
を
説
明
し
て
頂
き
な

が
ら
見
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
出
来
た
て

の
ビ

l
ル
を
試
飲
し
、
上
手
な
注
ぎ
方
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
し
ほ
ろ
酔
い
気
分
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
次
の
目
的
地
鎌
倉
へ
向
か
い
ま
し
た
。

今
日
の
メ
イ
ン
の
昼
食
は
鎌
倉
市
景
観
重

要
建
築
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
揺
亭
で

す
。明

治
初
期
の
外
国
製
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
当
時
の
ま
ま
残
さ

れ
て
お
り
、
と
て
も
風
情
の
あ
る
建
物
で
、

窓
か
ら
の
景
色
も
素
晴
ら
し
く
、
落
ち
着

い
た
座
敷
で
頂
く
懐
石
料
理
は
最
高
で
し

た
。
食
後
は
水
仙
の
花
を
ち
ら
ほ
ら
み
か

け
た
冬
の
気
配
を
感
じ
る
広
い
庭
園
を
散

策
し
ま
し
た
。

次
に
長
谷
寺
を
お
参
り
し
ま
し
た
。
紅

葉
に
は
少
し
早
い
よ
う
で
し
た
が
、
所
々

色
づ
き
長
谷
観
音
や
地
蔵
堂
な
ど
広
い
境

内
を
回
る
の
に
は
時
間
が
足
り
な
い
く
ら

い
で
し
た
。
最
後
に
鶴
岡
八
幡
宮
を
お
参

り
し
、
小
町
通
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
シ
ョ

ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
秋
の
鎌
倉
を

満
喫
し
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
見
学
研
修

会
で
し
た
。
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女
性
部
会
・

『
税
務
懇
談
会
及
び
税
務
研
修
会
』

Q
U月
時
日
ロ
時
か
ら
、

第

一
部

・
税

務
懇
談
会
と
い
う
乙
と
で
園
屋
署
長
、
木

村
副
署
長
、
敦
賀
屋
統
括
官
、
森
田
上
席

審
理
官
、
親
会
よ
り
八
木
会
長
、
尾
辻
副

会
長
に
お
こ
し
頂
き
、
和
や
か
に
懇
談
致

つ
い
て
活
発
な
質
問
が
あ
り
と
て
も
有
意

義
な
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
第
二
部
・税
務
研
修
会
で
は
、
『
知

っ
て
ト
ク
す
る
税
情
報
」
と
題
し
て
相
続

税
、
消
費
税
、
税
制
改
正
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
森
田
さ
ん
か
ら
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

税
務
署
、
部
会
員
の
自
己
紹
介
の
後
、

医
療
費
控
除
や
住
宅
控
除
、
土
地
税
制
に

(車旦
戸

栄
子
)

部会
イ

鳥取大会J

平

成
同
年
日
月
四
日
、

第
同
団
法
人
会
全
国
青
年
の

集
い
鳥
取
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

鳥
取
と
い
え
ば
、
ま
ず
思

い
つ
く
の
が
鳥
取
砂
丘
で
す
。

当
日
の
午
前
中
は
雨
だ
っ
た

た
め
、
期
待
し
て
い
た
風
紋

は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
延
々
と
続

く
砂
丘
を
自
分
の
目
で
見
て
、

改
め
て
そ
の
大
き
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
鳥
取
市
の
人
口
は

却
万
人
足
ら
ず
の
街
で
す
。
そ
こ
に
全
国

か
ら

2
千
人
以
上
の
青
年
部
会
員
が
来

る
訳
で
す
。
宿
泊
施
設
は
そ
の
人
数
を
収

容
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
宿
は
県

外
に
手
配
し
ま
し
た
。
空
の
大
き
く
見
え

る
、
送
電
線
の
な
い
ホ

l
ム
に
入
っ
て
き

た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
に
乗
っ
て
鳥
取
を

後
に
し
ま
し
た
。
朝
着
い
て
夕
方
に
は
移

動
と
い
う
短
い
滞
在
で
し
た
。

青年部会・

『全国青年の集い
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税制委員会

同
国
同
国
凶

平
成
仔
年
度

税
制
改
正
要
望
大
会
が

開
催
さ
れ
る

全
法
連
(
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連

合
)
主
催
の
平
成
日
年
度
税
制
改
正
要
望

大
会
は
、
去
る
9
月
幻
日
、
千
代
田
区
丸

の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
於
い
て
、

全
国
か
ら
関
係
者
約

1
3
0
0
名
の
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
、
町
田
法
人
会
か
ら
も

八
木
会
長
を
は
じ
め
尾
辻
副
会
長
、
杉
浦

副
会
長
、
八
木
税
制
委
員
長
、
守
屋
専
務

理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

第

一
部
で
は
記
念
講
演
と
し
て
午
後
l

時
別
分
か
ら
1
時
間
半
に
わ
た
り
大
阪
大

学
大
学
院
教
授
本
間
正
明
氏
が

『日
本
経

済
と
税
制
改
革
の
課
題
』
と
題
し
講
演
し

宇品

y
u
hι

。

続
い
て
、
「
消
費
税
に
関
連
し
て
』
約
日

分
間
、
大
武
国
税
庁
長
官
が
話
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
長
官
は
、
法
の
改
正
に

よ
り
新
た
に
課
税
対
象
事
業
者
と
な
ら
れ

る
方
々
へ
周
知
徹
底
を
は
か
る
た
め
〈

一

声
運
動
〉
に
協
力
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
要
望
大
会
は
、

1
時
間
に
わ
た

り
、
要
望
事
項
の
主
旨
説
明
と
決
議
文
及

び
要
望
事
項
の
朗
読
が
全
法
連
青
連
協
の

正
副
会
長

6
名
に
よ
り
行
わ
れ
、
原
案
ど

お
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

.税制改正要望大会スローガンj

。議員・公務員定数の大胆な削減と、給与・歳費の抑制を1

0中小企業の重要性を認識し、元気が出る税制の確立を!

O中小企業の基盤強化を図るため、留保金課税の廃止を!

。所得税の抜本的な見直しを行い、広く薄く国民全体で負担を!

。地域の活性化や雇用確保に資するため、事業継承税制の確立を!

O消費税率を引き上げる前に、行財政改革の徹底と歳出の見直しを1

0行財政改革を徹底し、地方も行政の合理化・効率化を!

O社会保障制度の将来像を明確にし、将来不安の解消を!
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国
会
議
員
・
市
長
・
市
議
会
議
長
に
対
し

法
人
会
の
要
望
を
陳
情

個
別
事
項
等
)
を

手
渡
し
ま
し
た
。

「
税
制
改
正
要
望
大
会
」
で
採
択
さ
れ

た
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
町
田
法
人
会
も

そ
の
実
現
に
向
け
て
叩
月
お
目
、
地
元
選

出
の
国
会
議
員
・
自
治
体
に
対
し
て
要
望

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

町
田
市
長
に
対
し
て
は
、
八
木
会
長
を

は
じ
め
、
田
中
副
会
長
、

八
木
税
制
委
員

長
、
守
屋
専
務
理
事
が
、
ま
た
、
国
会
議
員

に
対
し
て
は
、
八
木
会
長
、
金
子
副
会
長
、

八
木
税
制
委
員
長
、
守
屋
専
務
理
事
が
伊

藤
公
介
衆
議
院
議
員
の
町
田
事
務
所
を
訪

問
し
橋
本
秘
書
に
面
会
の
上
、
所
定
の
税

制
改
正
要
望
書

(
決
議
及
び
基
本
事
項
、

こ
の
「
税
制
改

正
要
望
大
会
」
の
開
催
お
よ
び
要
望
事
項

に
つ
い
て
の
陳
情
は
毎
年
実
施
し
、
い
わ

ば
法
人
会
活
動
の
年
中
行
事
の

一
つ
と
し

l 『話事25長I
全国120万会員の総意を手渡し。

厳
し
い
企
業
努
力
に
よ

っ
て、

最
近
よ
う
や
く
景
気
回
復
の
兆

し
が
み
え
て
き
た
が
、
殆
ど
の

中
小
企
業
は
、

い
ま
な
お
経
営

健
全
化
の
た
め
に
懸
命
な
努
力

を
続
け
て
い
る
の
が
実
状
で
あ

る
。
し
か
る
に
、

経
済
の
安
定

と
持
続
的
成
長
の
確
保
に
責
任

務」
負
っ
て
い

る
政
府
は
、
危
機

的
財
政
の
再
建
見
通
し
す
ら
示
せ
な
い
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
日
本
経
済
の
再
生
、

す
な
わ
ち
企
業
の
活
力
復
活
は
難
し
く
、
国
民

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
創
造
も
困
難

で
あ
る
。
い
ま
こ
そ
政
府
は
、
聖
域
な
き
行
財

政
改
革
に
よ
る
歳
出
削
減
を
断
行
し
、
社
会
保

障
不
安
を
払
拭
す
る
な
ど
、
国
民
の
期
待
に
こ

た
え
る
べ
き
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
経
済
活
性
化
の
た

め
に
税
制
が
果
た
し
て
い
る
役
割
は
、
極
め
て

て
定
着
し
て
い
ま
す
。
今
回
も
市
長
に
は

ご
多
用
の
な
か
特
に
時
間
を
項
き
税
を
中

心
に
懇
談
し
、
『よ
き
経
営
者
を
め
ざ
す

も
の
の
団
体
」
と
し
て
、
法
人
会
の
税
に

取
り
組
む
姿
勢
を
強
調
し
ま
し
た
。

大
き
い
。
政
府
は
企
業
経
営
の
実
態
を
正
し
く

認
識
し
、
景
気
回
復
に
努
め
、
例
え
ば
法
人
課

税
を
軽
減
し
事
業
承
継
税
制
を
確
立
す
る
。
さ

ら
に
は
消
費
課
税
の
充
実
、
地
方
税
制
の
改
革

な
ど
を
実
現
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
税
制
改
革
に
当
た
っ

て
は
、
常
に

望
ま
し
い
税
制
の
構
築
を
目
指
し
、

努
力
し
た

も
の
が
報
い
ら
れ
、

真
面
目
な
納
税
者
が
高
く

評
価
さ
れ
、
か
つ
尊
敬
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
る

べ
き
で
あ
る
。
よ
き
経
営
者
を
目
指
し
納
税
意

識
の
高
揚
と
税
務
知
識
の
普
及
に
努
め
て
き
た

法
人
会
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
自

負
し
、
全
国
間
万
会
員
の
総
意
と
し
て
以
上
、

決
議
す
る
。

町 o . 8 4 N 幸日A. 
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平
成
時
年
9
月
幻
日

人法

財
団
法
人

全
国
法
人
会
総
連
合

税
制
改
正
要
望
大
会
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組織委員会

目
標
!
捌
社
達
成
日

各
地
区
ご
と
に
会
員
増
強

決
起
大
会
を
開
催

日
月
日
日
会
員
増
強
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
平
成
時
年
度
の
会
員
増
強
運
動

方
針
を
検
討
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
増
強
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
〈
目
標

l

m社
達
成
日
》
各
地
区
日
社
づ
っ
勧
奨
す

れ
ば
捌
社
増
強
で
き
る
と
い
う
高
い
目
標

を
設
定
し
ま
し
た
。

?
」
れ
を
受
け
て
地
区
会
で
も
決
起
大
会

を
順
次
開
催
。
受
持
ち
地
域
を
確
認
し
、

対
策
を
練
り
、
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
頑

張
ろ
う
!
と
い
う
意
欲
を
示
し
て
い
ま
し

た
。

会員増強の方針を熱心に検討しました。

研修委員会

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
税
理
士

に
任
せ
っ
き
り
で
は
な
く
、
税

理
士
が
何
を
言

っ
て
い
る
の
か

理
解
す
る
た
め
に
も
こ
の
講
習
会
が
役
立

て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

日
頃
の
小
さ
な
疑
問
で
も

気
軽
に
質
問
で
き
て
好
評

法
人
会
で
は
、
会
員
企
業
の

経
営
の
中
で
活
か
せ
る
事
業

を
会
員
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
考

え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
公
益
法
人
と
し
て
、
会

員
で
な
い
法
人
に
対
し
て
も

決
算
法
人
税
務
説
明
会
な
ど
を
町
田
税
務

署
と
共
催
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
そ
の
時
の
会
員
の
ニ

l
ズ
に
合

っ
た
企
画
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

簿
記
講
習
会
は
、
簿
記
の
基
礎
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
仕
訳
の
仕
方
か
ら
元
帳
の
記
入
、
財

務
諸
表
(
決
算
書
)
の
作
成
と
見
方
ま
で

実
務
レ
ベ
ル
で
役
立
つ
内
容
で
す
。

講
師
は
、
東
京
税
理
士
会
町
田
支
部
所

属
の
税
理
士
が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

講
習
で
は
、
講
師
の

一
言
か
ら
普
段
分

か
ら
な
か
っ
た
事
が
理
解
出
来
ま
し
た
と

第
辺
国
初
心
者
の
た
め
の

実
務
簿
記
講
習
会

延 10
べr月
哉 7
~~. 

1.Jo日
拭か

ら
管 12
也月

2 
日

• 26 N 0 . 8 4 町田法 人会 報
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4霊知
事悪霊

池
津

井
上

憲
一

三

浦

敬

子

市
村
加
代
子

小
関
重
太
郎

近
江
建
設

(株
)

奈
緒

ワイ
・
ヱ
ス
・
ケ
イ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

(株
)

(有
)
久
保
田
建
材

新
星
電
子

(有
)

新
星
電
子

(有
)

-
受
講
者
の
声
・

実
務
簿
記
講
習
会

。
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
け
の
用
語
の

意
昧
が
わ
か
り
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

。
経
理
全
体
の
内
容
で
個
人
的
に
は
良
か

っ
た
。

(初
回
)

O
普
段
書
い
て
い
る
伝
票
類
の
意
昧
が
わ
か
り

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
(2
回
目
)

。
消
費
税
の
処
理
に
つ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
方

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
(3
回
目
)

O
先
週
解
か
ら
な
か

っ
た
手
形
の
こ
と
を
詳
し

く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
普
段
使
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
知
識
と
し
て
覚
え
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

。
値
引
き
・
返
品
・
割
引
の
仕
訳
が
間
違
い
や
す

ぃ
。
(4
回
目
)

O
交
際
費
や
福
利
厚
生
費
な
ど
の
本
当
の
意
昧

が
わ
か
り
ま
し
た
。
(5
回
目
)

。
決
算
準
備
で
は
い
ろ
い
ろ
な
準
備
が
あ
り
難

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

O
今
ま
で
減
価
償
却
を
中
途
半
端
に
覚
え
て
い

ま
し
た
が
、
今
日
の
講
習
で
わ
か
り
ま
し
た
。

(7
回
目
)

O
経
理
全
体
を
わ
か
り
や
す
く
学
べ
ま
し
た
。

。
税
金
に
つ
い
て
く
わ
し
く
説
明
し
て
頂
き
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
か
な
り
奥
が
深
く
難
し
い

の
で
す
が
、
関
心
を
持
ち
ま
し
た
。
(
最
終
回
)

パソコン簿記・池田ひろみ先生

第
9
回
パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

叩
月
6
日
か
ら
刊
月
白
日

(7
回
)

延
べ
参
加
数
市
名

村菅
上原

有
糾 理

(有
)
ハ
ラ
タ
造
園

(有
)
経
営
技
術
研
究
所

-
受
講
者
の
声
・

パ
ソ
コ
ン
簿
記
講
習
会

。
簿
記
は
初
め
て
で
す
が
イ
メ

ー
ジ
が
沸
い
て

来
ま
し
た
。
(初
回
)

O
よ
く
質
問
に
答
え
て
頂
け
る
の
で
、
気
軽
に

質
問
も
で
き
ま
す
。
(2
回
目
)

O
入
力
の
方
法
が
理
解
で
き
て
き
ま
し
た
。
(3

回
目
)

8 4 O N 報.L>.. = 人法

。
わ
か
り
や
す
く
て
本
当
に
よ
か

っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
仕
事
に
役
立
ち
ま
す
。
(
最
終
回
)
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ひなた村にある三角点を発見。

『
歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
!
取
材
日
記
」

"
カ
リ
ヨ
ン
で
始
ま
り
カ
リ
ヨ
ン
で
終
わ
る
“

広
報
委
員
会

今
回
の
裏
表
紙
の
取
材
は
、

小
田
急
町

田
駅
前
の
カ
リ
ヨ
ン
広
場
で
待
ち
合
わ
せ

を
し
て
、
中
町
、
旭
町
、
本
町
田
に
渡
り
公

共
施
設
や
文
化
施
設
を
中
心
に
歩
き
ま
し

た
。す

み
れ
会
館
の
デ
ゴ
イ
チ
の
前
を
通
り

警
察
署
や
郵
便
局
、
サ
ン
町
田
旭
体
育
館

を
見
な
が
ら
菅
原
神
社
の
裏
手
へ
と
、
普

段
で
は
通
ら
な
い
道
を
進
ん
で
い
き
ま
し

た
菅
原
神
社
で
お
参
り
を
し
て
急
な
階
段

を
下
り
、
養
運
寺
の
裏
山
を
抜
け
本
町
田

遺
跡
公
園
に
着
き
ま
し
た
。
縄
文
、
弥
生

時
代
の
復
元
住
居
や
住
居
跡
が
あ
り
静
か

な
公
園
で

一
休
み
。
次
に
町
田
市
立
博
物

館
に
行
き

〈岩
田
ガ
ラ
ス
の
世
界
j
藤
七
・

久
利
・
糸
子
j
展
〉
が
開
催
さ
れ
て
い
た

の
で
見
学
し
ま
し
た
。

宙
吹
き
色
ガ
ラ
ス
に
よ
る
日
本
的
造
形

日
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
人
が
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
発
表
会
や
コ

ン
サ

l
卜
な
ど
が
で
き
る
カ
リ
ヨ

美
を
追
求
し
た
藤
七
の
ガ
ラ
ス
。
色
と
光

が
織
り
成
す
華
麗
な
長
男
久
利
の
ガ
ラ
ス
。

妻
糸
子
は
装
飾
壁
画
や
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

の
食
器
や
花
器
な
ど
、
岩
田
フ

ァ
ミ
リ
ー

の
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の
あ
る
作
品
に
引
き
込

ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
少
し

歩
き
最
後
の
目
的
地
ひ
な
た
村
に
着
き
ま

し
た
。

ン
ホ

l
ル
や
子
供
会
な
ど
で
利
用

で
き
る
和
・
洋
室
の
お
部
屋
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

今
回
の
コ

i
ス
は
、
身
近
に
あ
る
よ
う

で
い
つ
も
車
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
歩

い
て
こ
そ
再
発
見
が
出
来
た
取
材
で
し
た
。

カリヨンホール。

町
田
に
こ
ん
な
施
設
が
あ
る
こ
と
を
今

28 • N 0 . 8 4 法人会報町田

今回の最終目的地“ひなた村"にて。



ヰ多

町
田
税
務

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書
の

作
成
・
提
出
会
場
を
、
『
ぽ
っ
ぽ
町
田
』

O
納
税
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、
町
田
税
務
署

で
手
続
き
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
定
申
告
書
を
提
出
す

る
前
に
、
職
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。
(
な
お
、
平
成

U
年

3
月

末
ま
で
庁
舎
改
修
工
事
の
た
め
、
税
務
署

内
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
車
で

の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。)

お
知
ら
せ

※
申
告
納
税
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
確
定
申

告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
た
う
え
で
、
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
国
税
庁
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
に
は
、
簡
単

な
操
作
で
、
そ
の
ま
ま
提
出
可
能
な
申
告

書
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
「
所
得
税

の
申
告
書
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム

ぺ
|
ジ
ア
ド
レ
ス

王
宮
一
ミ
〈〈〈〈〈〈
・コ
E
-
G
0
・壱
¥

平
成
げ
年
2
月
1
日

(火
)
か
ら
平
成
げ

年
3
丹
市
日

(火
)
ま
で
の
平
日
(
月
j
金)、

平
成
げ
年
2
月
初
日
及
び

U
日
の
日
曜

日
に
行
い
ま
す
。

に
設
置
し
ま
す
。

※
土
曜
日
・
祝
日
及
び
前
記
以
外
の
日
曜

日
は
、
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ

い
。

午
前

9
時
か
ら
日
時
加
分
、
午
後

1
時

か
ら

4
時

※
混
雑
時
に
は
、

早
め
に
締
め
切
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

町
田
市
原
町
田
4

l

叩
l

加

(J
R
町
田
駅
北
口

・
小
田
急
町
田
駅
東

口
か
ら
徒
歩

5
分
)
※
有
料
駐
車
場
あ
り

O
前
記
の
期
間
中
、
町
田
税
務
署
の
庁
舎

内
に
は
、
申
告
書
の
作
成
会
場
は
設
置
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

0
4
2
1
7
2
8
1
7
2
1
1
(代
表
)

.rぽっぽ町田』案内図
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お知らせ都税事務所かn 

にせ都税事務所員にご注意をf

。3 r m O 
r
?
'
e
 

I n 

りました。

「都税事務所の者だが、息子さんに都税の還付

金があるので、勤務先、電話番号を教えて欲しい。J
不審な点があるときには、 即答せずに、相手の

氏名、所属する都税事務所名をお尋ねのうえ、 当

該都税事務所までお問い合わせくださし、。

最近、都税事務所職員の名前をかたり 、電話で

法人や個人情報を聞きだそうとする事例が多発

しています。また、税金の徴収を装い、事業者宅

を訪問するという極めて悪質な事例も発生して

います。

例えば¥八王子管内では次のような電話があ

東京都八王子都税事務所 相談広報担当

電話0426-44・1111 内線213[殺さ.住竺1

後記

編集

自
然
災
害
が
次
々
と
押
し
寄
せ
た
今
年
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
明
る
く

燃
え
た

ニ
ュ
ー
ス
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
柔
道
、

体
操
と
日
本
の

特
技
の
復
活
。
メ
ダ
ル
も
最
高
数
の
成
績
で
し
た
。
私
は
も
う
一
つ
の
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
と
言
わ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今
年

5
0
0
0
m
競
争
で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
ら
れ
た
土
田
和
歌
子

さ
ん
を
覚
え
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
6
年
前
青
年
部
会
・女
性
部

会
で
講
師
と
し
て
招
い
た
時
は
、
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ア
イ
ス

ス
レ
ッ
ジ
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
時
で
し
た
。
講
演
の
中
で
リ
レ

ハ
ン
メ
ル
で
転
倒
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
長
野
で
頑
張
れ
た
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
次
の
シ
ド

ニ
ー

で
の
車
椅
子
マ
ラ
ソ
ン
の
出
場
に
向
け

て
特
訓
中
と
の
事
で
し
た
。
そ
の
時
金
メ
ダ
ル
を
持

っ
て
来
ら
れ
、
会

場
内
に
廻
さ
れ
ま
し
た
。
見
た
目
よ
り
重
た
か

っ
た
事
、
こ
の
内
に
は

私
達
の
想
像
以
上
の
苦
し
み
と
喜
び
が
詰
ま

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
な

と
思
い
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら

6
年
間
の
努
力
が
車
椅
子

5
0
0
o
m
競
技
の
金
メ
ダ

ル
獲
得
だ
と
思
い
ま
す
。
金
メ
ダ
ル
を
首
に
か
け
て
い
る
姿
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
聞
い
て
、ハ

ン
デ
ィ
を
乗
り
越
え
て
一
人
の
人
間
と
し

て
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

あ
の
時

「障
害
者
を
代
表
し
て
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
手
助
け
し

て
く
だ
さ
る
時
に
本
人
に
何
を
手
伝

っ
て
ほ
し
い
か
を
聞
い
て
か
ら
、

手
を
貸
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

今
、
災
害
に
会
わ
れ
た
方
々
に

『自
分
の
で
き
る
こ
と
は
何
か
』
を

よ
く
考
え
て
行
動
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

({呂

利
子
)

発行人・(社)町田法人会会長八木 要 編集人・(社)町団法人会 広報委員会
東京都町田市森野1丁目9番20号第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームぺージ http:/川ww.hojinkai-machida.or.jp

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法違・都内法人会の会員専用ベージ ユーザー名;tohoren パスワード;0771 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。
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持
気
ゃ
ん
J

方
か
ら

i n 川引i凶 れ U 吋 予

E標額聴器冨園田園・聞曙
世世柑会同Oi&::.nnn回 '_7

が
ん
保
院
か
ら

勢
ヲL
る
怒
り

ー，
‘' ち
り

臨盤謹盤盤盤掻
初めて診断されたとき

1日吋 5，000円

入院したとき

1固につき(手術の種類により)

5・10・20万円

手術したとき

通続したとき

-保険期間:終身 (ケガの入院保樽は90歳までとなります。)

・契約年齢:満0歳~満80歳

・この保険l孟{車検金不担保特異11を付加しているので死亡保険金・

高度障害保険金はありません。

-保険期間:終身・

.解約払戻金なし

。この資料は、記織の保険(プラン)の概要を説明しております。

保僚の関始と期間、保検料、解約払戻金などの詳細については、ご検討の
九一叫

際にお渡しするパユョヨ旬、ヨ1:'官Eζ契約の、しおり1約款jにてご確認く

-保険期間:終身

・契約年齢:満3綾~満80)設{本人裂)

。病気・ケガを係開草する「総会主~J もあります。

AFN法推 2004-00

圃お問い合わせ・お申し込みは

八王子支社

干192-0046八王子市明神町3・20-6八王子第一生命ヒ]レディング9F

開 0120・876・505

〈引受保険会社〉

4FIAC最誠治j二品開
干163-0456東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ビル s03叩 3342-1660

www.aflac.co.jp 



摂?;7132t受新発見@
ィ命命|iTP:ヂ町田刻じ公嫡官|!

青少年団体の活動への援

助や創作教室など、あそびと

創造の場を提供してし咳す。

β瓦ヨン広場 )

• (すみれ会館 )

町 田中央公園
(サン町田旭体育館)

(市民球場)• 原 神。
(養 運

「まちだのデゴイチ」 旅客貨物

列車の牽引車として活躍。引退後、

町田市に貸与されました。

学芸の神、菅原道真公を主祭神として

お杷りしており、町田三大神の1社です。


